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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

　
板
野
町
総
合
戦
略
の
施
策
と
し
て
、

高
齢
者
の
買
い
物
弱
者
支
援
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
に
対
し

て
、タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
外
出（
買
い
物

な
ど
）の
機
会
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
生
活
範

囲
の
拡
大
、
引
き
こ
も
り
防
止
な
ど
、

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

�　
４
月
１
日
現
在
、
75
歳
以
上
の
方

の
う
ち
、
交
付
日
現
在
引
き
続
き
１

年
以
上
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る

方
。（
た
だ
し
、町
内
の
高
齢
者
施
設・

病
院
な
ど
施
設
の
所
在
地
で
住
民
登

録
が
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
）

　

�　

８
月
上
旬
ご
ろ
に
引
換
券（
ハ
ガ

キ
）を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
上
記

の
敬
老
年
金
支
給
日
に
、
引
換
券
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
受
け
取
り

に
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額

　
１
人　
１
万
２
千
円

　
（
タ
ク
シ
ー
券
１
枚
５
０
０
円
×
24
枚
）

●
有
効
期
間

　
令
和
５
年
９
月
１
日
～

令
和
６
年
８
月
31
日

●
タ
ク
シ
ー
券
が
利
用
で
き
る
事
業
所

　
板
野
タ
ク
シ
ー

　
羅
漢
タ
ク
シ
ー

　
ソ
レ
イ
ユ

　
吉
岡
福
祉
交
通

　
「
敬
老
年
金
」に
つ
い
て
次
の
日
程
で
支
給
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券

（
タ
ク
シ
ー
券
）の
交
付
に
つ
い
て

（
タ
ク
シ
ー
券
）の
交
付
に
つ
い
て

敬
老
年
金
の
支
給
に
つ
い
て

敬
老
年
金
の
支
給
に
つ
い
て

敬老年金支給額 1人 5,000円

支
　
　
給
　
　
日

東地区
８月30日（水）
午前９時30分～午後３時
町民センター

西地区
８月29日（火）
午前９時30分〜正午
ふれあいプラザ

南地区
８月29日（火）
午後１時30分～午後４時
南公民館

　

８
月
上
旬
ご
ろ
に
通
知
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
支
給
日
に
ハ
ガ
キ
と
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
受
け
取
り
に
会
場
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
敬
老
会
は
、
節
目
該
当
者（
100
歳
超
、

100
歳
、
95
歳
、
90
歳
、
米
寿
、
80
歳
）お
よ
び
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
の
方
々
を
ご
招
待
し
、

式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
の
方
は
、
会
場
の
入
場
を
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
６
７
２
ー
５
９
８
６

●
利
用
方
法
・
注
意
事
項

　
○�

上
記
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
時

は
、
利
用
運
賃
の
支
払
い
の
一
部

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
を
乗
務
員

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

１
回
の
乗
車
で
タ
ク
シ
ー
券
２
枚

（
千
円
）を
限
度
と
し
て
、
利
用
で

き
ま
す
。

　
　

�

利
用
運
賃
か
ら
タ
ク
シ
ー
券
の
助

成
額
を
差
し
引
い
た
額
の
九
割
を

乗
務
員
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
○�

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
は
、
交
付
を

受
け
た
本
人
に
限
り
ま
す
。

　
○
お
つ
り
は
で
ま
せ
ん
。

　
○�

買
い
物
は
原
則
、
町
内
で
の
利
用

に
限
り
ま
す
。（
町
内
の
商
店
・

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
消
費
喚
起
を
図

る
た
め
）

　
　

�

た
だ
し
、
町
外
で
の
買
い
物
を
妨

げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
○�

タ
ク
シ
ー
券
を
他
人
に
譲
渡
し
た

り
、
売
買
や
換
金
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
○�

タ
ク
シ
ー
券
が
不
要
に
な
っ
た
時

は
、
速
や
か
に
町
へ
返
還
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
６
７
２
ー
５
９
８
６

令
和
５
年
春
の
叙
勲
受
賞

令
和
５
年
春
の
叙
勲
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章

石
井
　
公
生 

氏
　
79
歳（
大
寺
）

　
教
育
功
労
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
38
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
教
職
員
と

し
て
、
ま
た
徳
島
県
教
育
会
や
本
町
教
育
長
と

し
て
、
13
年
余
り
の
間
、
徳
島
県
内
と
本
町
教

育
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
井
さ
ん
は「
こ
の
度
、
令
和
５
年
春
の
叙
勲

に
際
し
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
瑞
宝
双
光
章
拝

受
の
栄
に
浴
し
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
長
年
に
わ
た
る
皆
さ

ま
の
心
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
の
賜
物
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
精
励
し
、

町
内
全
て
の
子
ど
も
の
自
己
実
現
の
支
援
と
町

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
貢
献
で
き
れ
ば
と
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。」と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

板
野
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

板
野
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
5
人

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相
談

を
受
け
た
り
、
一
人
ひ
と
り
の
人

権
意
識
を
高
め
た
り
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
７
月
１
日
付
で
法
務

大
臣
か
ら
原
啓
二
さ
ん
が
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
任

　

原　
啓
二
氏（
南
地
区
）

　
任
期
は
、
令
和
５
年
７
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
☎
６
７
２
ー
５
９
８
８

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

異
動
の
お
知
ら
せ

異
動
の
お
知
ら
せ

【
投
・
開
票
日
】

　

10
月
１
日(

日)

【
投
票
時
間
】

　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

立
候
補
予
定
者
説
明
会
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
こ
の
選
挙
に
伴
う
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
届
出
に

必
要
な
関
係
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
８
月
28
日(

月)　
午
後
２
時
か
ら

【
場
所
】

　
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

※�

立
候
補
予
定
者
１
名
に
つ
き
、
３
名
ま
で

で
ご
参
加
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
６
７
２
―
５
９
８
０

▪
選
挙
権
▪

住
所
要
件(

基
準
日「
９
月
25
日
」に
て
３
ヵ
月
が
経
過)

　

６
月
25
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
板
野
町

に
住
所
を
有
す
る
方

年
齢
要
件（
18
歳
以
上
）

　
平
成
17
年
10
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

※
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

　
右
記
の
方
で
か
つ
、
公
職
選
挙
法
に
定
め
ら

れ
た
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
方

▪
不
在
者
投
票
▪

　
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
も
不
在
者
投

票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
病

院
・
施
設
な
ど
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▪
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
▪

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
心
身
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
選
挙
人
の
た
め
に
設
け
ら

れ
た
制
度
で
、
選
挙
人
の
自
宅
な
ど
自
分
の

現
存
す
る
場
所
で
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
長
あ
て
に
郵
送
す
る
制

度
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
の
要
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
板
野
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
証
明
書
交
付
に
は
、
日
時
を
要
し
ま
す
の

で
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
要
件
︼

障
害
の
内
容

身
体
障
害
者
手
帳

戦
傷
病
者
手
帳

○
両
下
肢
機
能
障
害

○
体
幹
機
能
障
害

１
級
か
２
級
特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症

○
移
動
機
能
障
害

○
内
臓
障
害

︵
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
︶
１
級
か
３
級
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症

○
内
臓
障
害

︵
肝
臓
︶

１
級
か
ら
３
級

○
免
疫
の
障
害

介
護
保
険
被
保
険
者
証

要
介
護
５

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
方
で
、

さ
ら
に
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出
を
し
た
代
理
記
載

人
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

障
害
の
内
容

身
体
障
害
者
手
帳

戦
傷
病
者
手
帳

○
上
肢
機
能
障
害

○
視
覚
の
障
害

１
級

特
別
項
症
か

ら
第
２
項
症
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

町
営
住
宅
使
用
料
の

町
営
住
宅
使
用
料
の

滞
納
解
消
に
向
け
て

滞
納
解
消
に
向
け
て

　

家
賃
の
高
額
滞
納
者
に

つ
い
て
は
、「
家
賃
の
支
払

い
お
よ
び
町
営
住
宅
の
明

け
渡
し
」を
求
め
て
交
渉
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
滞
納
者
に

つ
い
て
納
付
相
談
を
す
す

め
て
い
く
と
と
も
に
、
悪

質
者
に
つ
い
て
は
弁
護
士

と
連
携
し
な
が
ら
交
渉
ま

た
は
訴
訟
を
実
施
し
、
滞

納
解
消
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

⒈ 
募
集
戸
数

　

 

板
野
第
１
団
地　
　
　
２
戸

　

 

板
野
第
３
団
地　
　
　
３
戸

　

 

吹
田
団
地　
　
　
　
　
４
戸

　

 

平
田
団
地　
　
　
　
　
１
戸

　

 

郡
頭
団
地　
　
　
　
　
１
戸

　

 

※
家
賃
は
収
入
に
応
じ
、
法
令
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

⒉ 

入
居
資
格（
次
の
条
件
が
全
て
必
要
で
す
）

　

 

①
板
野
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
が
あ
る

　

 

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

　

 

③
同
居
す
る
親
族
が
い
る

　

 　
（
60
歳
以
上
の
場
合
な
ど
は
同
居
親
族
が
な
い
場
合
で
も
応
募
可
）

　

 

④
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

　

 

⑤
税
金
な
ど
公
共
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
者
が
い
な
い

　

 

⑥
収
入
が
入
居
の
基
準
額
以
内
で
あ
る
こ
と

⒊ 

応
募
方
法

　
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
建
設
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
応
募
期
間
の
初
日
に
建
設
課
で
配
布
を

開
始
し
ま
す
。

⒋ 

応
募
期
間

　
８
月
14
日（
月
）～
８
月
24
日（
木
）　
※
土
日
除
く

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で　
　
※
随
時
受
付

⒌ 

選
考
の
方
法

　
町
条
例
に
基
づ
き
入
居
資
格
な
ど
の
審
査
を
行
い
、
選
考
委
員
会

の
意
見
を
聞
い
て
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
建
設
課　
☎
６
７
２
ー
５
９
９
６

板野町防災フェスタについて板野町防災フェスタについて
　防災道の駅としての役割と、道の駅本来の「休憩・情報発信・地域連携機能」としての魅力を活かし、町民

の皆さまの防災意識の向上を図るべく、産学官民連携による体験型の防災イベントを実施します。

開 催 日　９月10日（日）

　　　　　午前９時～午後１時

開催場所　道の駅「いたの」（主会場：防災区域内）

参加方法　どなたでも参加可能（参加無料、受付不要）

＜防災イベントコンセプト＞＜防災イベントコンセプト＞

　⃝産学官民連携

　⃝お子さまも楽しく防災について学べる体験の提供

　⃝防災関連ブースなどの出展

お問い合わせ　総務課防災担当　☎６７２－５９８０

ダイナム徳島板野店

主会場：防災区域内

道の駅いたの

板野 I Ｃ 方
面

藍住 I Ｃ 方
面

＜会場＞＜会場＞
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式（インボイス制度）が�
実施されます。
　事業者の皆さまには、インボイス制度について理解を深めていただき、インボイス制度の実施に向けて必
要な準備を進めていただくため、インボイス制度等説明会を開催します。ぜひご参加ください。

説明会の名称 開 催 日 時 開催場所 定  員

インボイス制度説明会（登録要否相談会） ８月23日(水)
午前10時30分～正午

鳴門税務署
大会議室

24名

インボイス制度説明会（登録要否相談会） ８月23日(水)
午後１時30分～３時 24名

インボイス制度説明会（登録要否相談会） ９月20日(水)
午前10時30分～正午 24名

インボイス制度説明会（登録要否相談会） ９月20日(水)
午後１時30分～３時 24名

　�説明会終了後、登録要否の相談を希望される方を対象に登録要否相談会（個別相談）を行います。
　詳しくは、お申し込みの際に税務署職員にお問い合わせください。
〇会場収容人数の都合上、事前予約制としますので、事前にお問い合わせ先まで申し込みをお願いします。
お問い合わせ　鳴門税務署（鳴門市撫養町南浜字東浜３９番地３）　☎６８５－４１０１（代表）（内線２２）
　　　　　　  ※代表電話にお問い合わせいただく際は、自動音声案内に沿って｢２｣を選択してください

消費税インボイス制度等説明会について消費税インボイス制度等説明会について
鳴 門 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

今月納期の
税金・保険料のお知らせ

　今月納期の税金・保険料は
◦後期高齢者医療保険料…………………第１期
◦固 定 資 産 税…………………第２期
◦町 県 民 税…………………第２期
◦国 民 健 康 保 険 税…………………第２期
◦介 護 保 険 料…………………第２期
　です。

納期限は8月31日（木）です。
　納め忘れのないようお気をつけください。

※�税金・保険料は、納期限を経過し督促状発付の
日から督促手数料がかかります。
　�また、納期限までに完納しない場合は、納期限
の翌日から納付の日までの日数に応じ延滞金がか
かります。
※�税金・保険料の納付は口座振替が便利です。指
定した金融機関やゆうちょ銀行の口座から、税金・
保険料を自動的に振替納付できます。
　�詳しくは板野町ホームページをご覧ください。

お問い合わせ　税務課　☎６７２ー５９８３

マイナポイント
第２弾の申込期限は
令和５年９月末までです。

（一部決済サービスについては９月末以前に申し込み
を締め切るものもあります。詳しくはマイナポイント事
業のホームページをご確認ください。）

　令和５年２月末までにマイナンバーカードの申請をさ
れた方がマイナポイント第２弾の申込対象となります。
　申込期限が近づきますと窓口の混雑が予想されます
ので、お早めにマイナンバーカードの受け取りをお願
いいたします。
　マイナポイントの申し込みは、スマートフォンなど
から簡単に行っていただけます。
　また、役場でもマイナポイント申込支援を行ってお
ります。ご希望の方はお早めにお申し出ください。

お問い合わせ　住民課　☎６７２－５９８５

マイナポイントのマイナポイントの
申込期限が近づいています申込期限が近づいています
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

後期高齢者医療制度の訪問歯科健康診査に関するお申し込み・お問い合わせ  　　　　　　　　　　　
　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局　事業課　（徳島市川内町平石若松７８番地１）　☎６７７－３６６6

　ひとり親家庭のお父さん・お母さんなどに支給されている児童
扶養手当は、毎年８月に現況届の提出が必要です。
　これは、所得の見直しなど手当の受給状況を確認するための大変
重要な手続きです。この届を提出しなければ、手当は支給されません。
　また、この届を２年間提出しない
と自動的に手当を受ける資格を失
いますので、ご注意ください。

受付期間
　８月16日（水）～31日（木）　※土日除く
　※�対象者の方には、通知をお送りします。
　　�現況届の用紙は住民課にありますが、その他に必要書類があ
りますので、お送りする通知をよくご確認のうえ、期間内に
受給者本人がお越しください。

お問い合わせ・提出先　住民課　☎６７２－５９８４

ハローワーク鳴門ハローワーク鳴門
からのお知らせ　からのお知らせ　
　ひとり親(児童扶養手当受給者)を対
象として、ハローワークがお仕事の出
張相談を行います。
　相談は完全予約制としていますの
で、事前にハローワークでご予約のう
え（電話予約可）、児童扶養手当の現況
届の提出の際に、ぜひご利用ください。

日　時　８月21日(月)
　　　　午前10時～正午
場　所　役場１階　会議室

お問い合わせ
　ハローワーク鳴門　☎６８５－２２７０

児童扶養手当現況届のお知らせ

後期高齢者医療制度
在宅要介護者 訪問歯科健康診査のお知らせ在宅要介護者 訪問歯科健康診査のお知らせ
　後期高齢者医療に加入されている在宅の要介護者を対象に、在宅で歯科健診や歯科保健指導を行うこと
で、口腔機能の維持回復を促し、高齢者の低栄養や誤嚥性肺炎の予防することを目的に、訪問歯科健康診
査を行います。

対 象 者　�自力で歯科医院に通院することが困難な在宅の要介護者で、次の要件を全て満たす徳島県
後期高齢者医療被保険者。

　　　　　　　①要介護３・４・５の認定を受けている方
　　　　　　　②�介護保険の居宅療養管理指導（歯科医師・歯科衛生士によるもの）�

および口腔機能向上加算を受けていない方
　　　　　　　③医療保険の訪問歯科診療・訪問歯科衛生指導を受けていない方
　　　　　　　④令和５年度歯科健康診査を受けていない方
実 施 期 間　９月１日（金）～12月末
申請受付期間　８月１日（火）～12月中旬
健 診 費 用　無料　※ただし、その後の歯科治療については有料
申 込 先　徳島県後期高齢者医療広域連合　事業課
　　　　　　　※�申請前に、必ず担当ケアマネジャーに相談してください。ケアマネジャーによる代理申

請も可能です。
　　　　　　　※対象者と決定した方には訪問歯科医・歯科衛生士をご自宅などに派遣いたします。

　訪問歯科健診の詳細や申請書などの必要書類については、広域連合ホームページをご覧いただくか、下
記までお問い合わせください。
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

後期高齢者医療制度の歯科健康診査に関するお問い合わせ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局　事業課　（徳島市川内町平石若松７８番地１）　☎６７７－３６６６

　後期高齢者医療制度に加入されている節目の年齢の方を対象に、歯・歯肉の状態や口腔清掃状態などを
チェックし、口腔機能の低下や肺炎などの疾病を予防するため、歯科健康診査を実施しています。
　また、徳島大学歯学部において、口腔ケアと体の健康、医療費や介護給付費との関連を調査しています。
定期健診の受診や口腔ケアを行うことは、全身の健康にとても重要であることが示されています。
　今年度の対象者は、ぜひ歯科健診を受診しましょう。

対 象 者　�令和４年中に節目の年齢になられた方（昭和22年、昭和20年、昭和17年、昭和12年、昭和７年生
まれの方）

　　　　　ただし、長期入院患者や施設入所者は対象外です。

長期入院患者や施設入所者の方は、すでに健康状態を把握され、医師や施設管理者等の指導
を受けていると考えられることから、歯科健康診査の対象者から除いています。

　　　　　�なお、対象者には８月下旬に歯科健診受診券のハガキを送付します。長期入院患者・施設入所
者の方にハガキが届くこともありますが、対象外ですので健診はご遠慮ください。

受診場所　後期高齢者の歯科健診の実施協力歯科医院
　　　　　受診可能な歯科医院の一覧表を市町村窓口・広域連合窓口で配布予定です。
　　　　　また、広域連合および県歯科医師会のホームページに掲載予定です。

受診方法　事前に電話等にて健診実施歯科医院にご予約のうえ、受診してください。

健診項目　問診、口腔内診査、口腔機能評価（口の渇き、かむ力、飲み込む力など）など

受診費用　無料

受診期限　11月30日（木）（受診券が届いてから使っていただけます）

持っていくもの　�後期高齢者医療被保険者証と�
歯科健診受診券のハガキ

その他注意事項
　○健診の予約日を忘れないようにしてください。
　○�歯科健診は期間中に1回のみです。後日重複受診が判明した場合は費用を請求させていただきますので
ご了承ください。

　○歯科健診自体は無料ですが、その後に治療行為が行われる場合は有料となりますのでご注意ください。
　○�健診結果は、広域連合またはお住まいの市町村での口腔保健指導および徳島大学との共同研究による
分析調査に活用することがありますので、ご了承ください。

後期高齢者医療制度
歯科健康診査のお知らせ歯科健康診査のお知らせ
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
　９月の集団健診のご案内　

○印が受診可能な項目です

国保特定健診
後期高齢者健診
生活保護者健診

30歳代
健診　

結核
肺がん
検診

胃がん
検診

大腸
がん
検診

乳がん
検診

前立腺
がん
検診

肝炎
ウイルス
検診

腹部
超音波
検診

９月２日(土) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月15日(金) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月22日(金) 一 一 一 ○ 一 一 一 一 ○
９月23日(土) ○ ○ ○ ○ ○ 一 ○ ○ ○

料　金 無料 1,000円 無料 1,100円 無料 1,500円 200円 300円 5,500円

受 付 時 間　午前８時～10時
健 診 会 場　町民センター
予約の方法　８月２日(水)より予約開始　午前８時30分～午後４時（土日祝を除く）
　　　　　　予約後、問診票を窓口手渡しまたはご自宅に郵送します。
　　　　　　町民センター健康相談室までご連絡ください。　☎672-5580
　　　　　　�電話予約は混み合う場合があります。ご了承ください。
　　　　　　�窓口での予約も可能です。窓口での予約の際は、がん検診の受診券を�

ご持参ください。

＊乳がん検診・胃がん（X線）は先着30名／日、超音波検診は先着30名／日まで。
＊予約状況により混雑緩和のため受付時間の変更をお願いすることがあります。
＊健診がスムーズに進められるように予約をご利用ください。
＊国保特定健診、後期高齢者健診を受診される方は、特定健診受診券をご持参ください。

　歯周病検診のおしらせ　
対 象 者　40歳、50歳、60歳、70歳の方
　　　　　　　※対象の方に「歯周病検診受診券」を郵送しています。
検 診 期 間　７～11月
実施医療機関　町内歯科医療機関
歯周病検診の受け方
　・医師不在、休診日があるため必ず予約をしてください。
　・問診票は、医療機関にあります。
　・受診後は、医師より検診の結果説明を受けてください。
　　※医師の判断により、保険診療を行い、別途料金が発生する場合があります。
　　　診察された医師とよくご相談ください。

お問い合わせ
　がん検診について　　　　　　　　　　　福祉保健課健康相談室（町民センター内）　☎６７２－５５８０
　国保特定健診・後期高齢者健診について　住民課　☎６７２－５９８４

健診を
受けましょう

歯周病予防を
しましょう
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

≪ 消費者トラブル最新情報 ≫
【情報】 夏の水の事故にご注意！！
　初夏から夏休みにかけて、海や川に行ったりプールを利用するなど
水遊びをする機会も増えます。楽しみが増える反面、水の事故は命に
かかわる重大事故になる可能性が高いので注意が必要です。

【事例】
①�河口付近で遊泳中の男児２名が沖に流されこれに気づいた父親と付近で泳いでいた男性が救助に向かう
も同様に沖に流されてしまい、計４名が行方不明になった。
②�５歳と３歳の兄弟が自宅のビニールプールで遊んでいた際、母親が１～２分間目を離した隙に３歳の男
児がプールに沈んでしまった。

【アドバイス】
①海水浴など、海や川での注意
　・天候の変化に注意し、悪天候の時には海に出ないようにしましょう。
　・子供だけで遊ばせず、必ず大人が付き添って子供から目を離さないようにしましょう。
　・監視員が常駐する海水浴場で泳ぎ、遊泳禁止の場所では絶対に泳がないでください。
　・釣りをする時やボートに乗る時などはライフジャケットを正しく着用しましょう。
　・�離岸流（沖に向かって発生する強い流れ）に気を付けましょう。また、海だけでなく川にも流れがあっ
たり、急に深くなる所や滑りやすい所があるので、一見穏やかに見えても気を付けましょう。

②プールでの注意
　・�わずか10ｃｍの深さの水でも溺れる恐れがあります。必ず大人たちが付き添い子供から目を離さないよ
うにしましょう。また、公共施設内などにあるプールでは監視員の指示に従いましょう。

　・�濡れたプール周辺は滑りやすく、転倒事故につながります。走ったりふざけたりしないよう、子供た
ちに言い聞かせましょう。

③周囲が事故に気付くために
　・�子供が溺れる場合、子供自身が溺れていく状況を判断できず、声を出したり必死にもがいたりせず、
静かに溺れていくことが多いと言われています。周囲の人はこういった知識を持って一刻も早く事故
に気付くようにしましょう。

～ おさいふ学ミニ講座　第４回・第５回の案内 ～
第４回

金融取引の基礎知識
～金融トラブルにあわないために～

日時：８月25日（金）　午後７時～８時30分
場所：町民センター
講師：四国財務局　担当職員

第５回
  ネット・スマホを活用して
「お得」に「安全」に生活しよう！

日時：９月15日（金）　午後１時30分～３時
場所：町民センター
講師：消費生活アドバイザー
　　　ICTファシリテーター　坂下  直生 氏

参加をご希望の方は、消費生活相談所までお申し込みください。（当日参加も可能）

７月の相談件数は 71 件でした。

お問い合わせ  板野町消費生活相談所	 ☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３
相談受付時間  月曜日～金曜日 午前９時～午後３時

※土・日・祝日・年末年始はお休みです。	 ☎０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７（フリーダイヤル）
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

板野町内３小学校と中学校で共通した取組板野町内３小学校と中学校で共通した取組
板野東小学校の取組板野東小学校の取組

　板野東小学校では、「相手の目を見て」「大きな声で」「自分から進んで」を合言葉に、あいさつで　板野東小学校では、「相手の目を見て」「大きな声で」「自分から進んで」を合言葉に、あいさつで
つながり、笑顔いっぱいの学校をめざしています。そこで、あいさつに関して次のような年間つながり、笑顔いっぱいの学校をめざしています。そこで、あいさつに関して次のような年間生生
活目標を立て、全校で取り組んでいます。活目標を立て、全校で取り組んでいます。
・登下校時のあいさつの徹底（自分から、誰に対しても、大きな声で）・登下校時のあいさつの徹底（自分から、誰に対しても、大きな声で）
・廊下を通る時の会釈（相手の目を見て）・廊下を通る時の会釈（相手の目を見て）
・授業のあいさつの徹底・授業のあいさつの徹底
・場に応じた言葉遣いの徹底・場に応じた言葉遣いの徹底

● あいさつ・会釈の徹底● あいさつ・会釈の徹底
　毎朝、校門から「おはようございます」「おはよう」という、子どもたちの元気のよいあいさつが　毎朝、校門から「おはようございます」「おはよう」という、子どもたちの元気のよいあいさつが
聞こえてきます。先生やお客様に会うと「おはようございます。」や友達に会うと「おはよう。」とい聞こえてきます。先生やお客様に会うと「おはようございます。」や友達に会うと「おはよう。」とい
うあいさつをして１日の学校生活が始まります。廊下や階段で、先生やお客様に出会うと会釈をうあいさつをして１日の学校生活が始まります。廊下や階段で、先生やお客様に出会うと会釈を
します。６年生がお手本を示し、入学して間もない１年生も、廊下で立ち止まって先生やお客様します。６年生がお手本を示し、入学して間もない１年生も、廊下で立ち止まって先生やお客様
に会釈をすることができるようになってきます。に会釈をすることができるようになってきます。
　板野東小学校では、全校朝会のとき、６年生が体育館の入り口に立ち、あいさつ・会釈をして　板野東小学校では、全校朝会のとき、６年生が体育館の入り口に立ち、あいさつ・会釈をして
出迎えています。迎えられる下級生も会釈をして入ります。あいさつでみんなの心がつながって出迎えています。迎えられる下級生も会釈をして入ります。あいさつでみんなの心がつながって
います。います。

（体育館に入る際あいさつ・会釈をしながら６年生が他の学年を迎えたり、体育館を出る際には、６年生が会釈をして見送ったりする。）（体育館に入る際あいさつ・会釈をしながら６年生が他の学年を迎えたり、体育館を出る際には、６年生が会釈をして見送ったりする。）

　また、毎年６年生が総合の時間に、さらによい板野東小学校にするための取り組みについて話　また、毎年６年生が総合の時間に、さらによい板野東小学校にするための取り組みについて話
し合い、実践しています。昨年度は、「学校改善プロジェクト」と称して、朝のあいさつ運動やトし合い、実践しています。昨年度は、「学校改善プロジェクト」と称して、朝のあいさつ運動やト
イレのスリッパの整頓などの取り組みを行いました。今年度も引き続き６年生が中心となり、学イレのスリッパの整頓などの取り組みを行いました。今年度も引き続き６年生が中心となり、学
校全体で笑顔いっぱいの学校づくりに取り組んでいきます。校全体で笑顔いっぱいの学校づくりに取り組んでいきます。

令和5年度 「あいさつ」 で  つながる心令和5年度 「あいさつ」 で  つながる心

　

７
月
１
日（
土
）～
７
月
31
日

（
月
）は
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
進

県
民
運
動
の
期
間
で
し
た
。

　

７
月
20
日（
木
）、
県
下
一
斉

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
実
施
日
に
合
わ
せ
、
交
通

安
全
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。
交
通
安
全
協
会
や
交
通
安

全
母
の
会
、
板
野
地
区
交
通
安
全

教
育
推
進
協
議
会
、
徳
島
板
野
警

察
署
、
板
野
郵
便
局
、
阿
波
銀
行

板
野
支
店
と
徳
島
大
正
銀
行
板
野

支
店
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
阿
波
銀
行
板
野
支
店
前
の
交

差
点
で
立
哨
を
行
い
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

推
進
県
民
運
動
を

実
施
し
ま
し
た

お
知
ら
せ
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

内　容
●さくらホール催し
・�おえかきパラダイスと缶バッ
チ作り

●ギャラリー
・親子木のうちわ作り
・子育て支援案内
・�にんじん塩クッキー・ロール
ケーキなど販売
・食育パネル展示
・消費生活相談
・�子どもの健康パネル、保健師・
管理栄養士による健康相談
・モール工作

●視聴覚室
・�しのはら先生の積み木であそぼう！
・折紙教室

●エントランス
・鉄道模型展示コーナー

●ホワイエ
・お楽しみくじ引き（有料）
・飲料販売
・魚釣りゲーム

●研修室
・ぴょんぴょんがえる
　作り＆ミニバザー

※�プログラムおよび開
催時間は、やむを得
ない事情により変更
になる場合がありま
す。

主　催　�板野町・板野町教育委員会
協　力　�板野町民生児童委員協議会
　　　　ボランティアグループぽけっと
　　　　板野町ふるさと味づくり研究会
　　　　板野町消費生活相談所
　　　　板野町地域子育て支援センター
　　　　放課後子供教室
　　　　板野町食育推進協議会
　　　　南長寿会折紙クラブ
　　　　板野町まちづくり女性の会
　　　　青少年健全育成板野町民会議

お問い合わせ 文化の館　☎672–5888

　板野中学校では毎年ゴーヤで「緑のカーテン」作
りに取り組んでいます。
　今年も板野ライオンズクラブ、竹内園芸、板野
町消費者協会、板野町消費生活相談所など多くの
方のご協力をいただき、プランターに苗を植え付
けました。
　７月ごろには大きくなったゴーヤのカーテンが
教室に影を作ります。そのおかげで教室内の温度
は４度近く下がります。
　生徒たちはゴーヤカーテンを作
ることで地球環境問題やSDGsにつ
いて学び、実ったゴーヤは町内の
小中学校の給食にも提供される予
定です。

板野中学校「ゴーヤカーテン」でＳＤＧｓ！

第 22 回

いたの子どもフェスティバルいたの子どもフェスティバル
と き

（日）

827
午後1時30分〜

  3時30分
●ところ●

板野町文化の館

お
知
ら
せ
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

　「介護助手」とは、介護施設で、「清掃やシーツ交換、
話し相手」など身体への負担が比較的少ない「介護の
周辺業務」を担うお仕事です。「短時間勤務」「無資格」
「未経験」でもご参加いただけます。

●対　　象／概ね60歳以上（50代も可）
●期　　間／雇用開始日から３カ月間
　　　　　　（施設と相談後,継続雇用あり）
●時　　給／855円～900円
　　　　　　（各施設により賃金は異なります）
●業務内容／各施設により異なります

　参加方法など詳しくは、徳島県社会福祉協議会
HPをご覧いただくか、お問い合わせください。

お問い合わせ
　徳島県社会福祉協議会　☎625–2040

シニアの皆さん！シニアの皆さん！
「介護助手」として活躍しませんか？「介護助手」として活躍しませんか？

第24回第24回
未来に残そう青い海・未来に残そう青い海・

海上保安庁図画コンクール海上保安庁図画コンクール

あなた自身が作成された遺言書を法務局が保管します
（自筆証書遺言書保管制度）

小中学生を対象に『未来に残そう青い海』を
イメージした作品をはがきサイズで大募集‼︎
　はがきに描いてポストに投函することで手軽に
応募できます。詳細につきましては、 「第24回未来
に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール」で
Webページを検索していただくか、下記のQRコー
ドより、募集要項をご確認ください。皆さんのご
応募をお待ちしております。応募者には、海上
保安庁オリジナル記念品をお送りいたします。
・応募資格　全国の小中学生
・作品サイズ　はがき（100mm×148mm）サイズ
・受付期間　6月1日(木)～9月８日(金)　当日消印有効

お問い合わせ
　徳島海上保安部  警備救難課
　☎0885–33–2244 ▶募集要項や過去の

　受賞作品はコチラ

詳しくはこちら▶

　法務局に遺言書を預けていただくことにより、大切な遺言書の紛失や改ざん
を防止することができます。大切な財産をご家族などに確実に託す方法の一つ
として、本制度をご利用ください。
　保管申請手数料は、3,900円です。家庭裁判所での検認が不要となります。手
続には予約が必要です。
　遺言書保管申請の方法については、徳島地方法務局ホームページを御確認い
ただくか、徳島地方法務局供託課までお問い合わせください。

【徳島地方法務局ホームページ】
　https://houmukyoku.moj.go.jp/tokushima/page000001_00065.html
お問い合わせ
　徳島地方法務局供託課 ☎ 622-4867

　地震防災対策では、減災目標の達成を目指し、地域の特性に応じて、対策が進められているところです。こ
の度、内閣府では、今後の防災対策に向けて、皆さまの声を反映させるため避難意識などに関する調査を実施
します。１人でも多くの方にご回答いただきたく、ぜひご意見をお聞かせください。
ご協力のほどよろしくお願いいたします。
○回答フォームURL：https://en.surece.co.jp/kaiko2023/　○実施期間：７月～８月ごろを予定
○回答の際は以下の点にご注意ください。
　・回答は１人１回限りとなります。
　・回答の途中で、回答状況を一時保存することはできません。
　・選択式の設問は該当する選択肢をチェックしてください。また、記述式の設問は可能な限り具体的にご回答ください。
　・お答えいただいた内容は、個人が特定できないようとりまとめた後、今後の防災対策の検討に活用させていただきます。
お問い合わせ　内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（防災計画担当）付　大竹、吉田　☎03-3501-6996

地震防災対策の現状調査に係る住民向けアンケート

お
知
ら
せ
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

板野ぴょん太スポーツクラブ板野ぴょん太スポーツクラブ
日 月 火 水 木 金 土

1
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

2
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

3
ショートテニス
楽しいテニス

4
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

5
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

チアダンス教室（南公）
（14：00〜17：00）

6 7 8
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

9
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

10
ショートテニス
楽しいテニス

11
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

12
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

13 14 15
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

16
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

17
ショートテニス
楽しいテニス

18
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

19
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

チアダンス教室（南公）
（14：00〜17：00） 

20 21 22
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

23
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

24
ショートテニス
楽しいテニス

25
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

26
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

チアダンス教室（南公）
（14：00〜17：00） 

27 28 29
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

30
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

31
ショートテニス
楽しいテニス

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

 

　6月から9月末までの夏期の間、衛生管
理とごみ収集の能率向上を図るため、収
集時間が早くなります。
　ごみは決められた日の午前７時30分ま
でに決められた場所に出してください。

環境生活課

夏のごみ収集時間
変更について

午前7時30分までに
（6月～9月）

人も、 会社も、 元気に！

詳しくはホームページへ

（独）勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部

中退共 検索

TEL.03-6907-1234 FAX.03-5955-8211

◆ 掛金の一部を国が助成
◆ 掛金は全額非課税。手数料も不要
◆ 外部積立型なので管理が簡単
◆ パートさんの加入もOK

もっと

と　きと　き ８月１日（火）～８月13日（木） ８月１日（火）～８月13日（木）
ところところ　文化の館　文化の館
主　催主　催　平和展・いたの実行委員会　平和展・いたの実行委員会
後　援後　援　板野町・板野町教育委員会　板野町・板野町教育委員会

平 い和 た展 の
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● 守ろう人権　みんなの幸せ
 ●
　
令
和
四
年
五
月
号
の
こ
の
歴
史

散
歩
で
、 

＂『
阿
波
国
最
近
文
明
史

料
』と
安
芸
一
族
＂と
題
し
て
、
私

は
戦
国
期
永
禄
十
二（
一
五
六
九
）

年
、
土
佐
の
武
将
長
曽
我
部
元
親

勢
に
攻
め
ら
れ
、
土
佐
の
安
芸
城

が
落
城
し
、
城
主
安
芸
国
虎
が
自じ

刃じ
ん

し
、
嫡
男
千
寿
丸
が
板
野
町
の

板
西
城
主
赤あ

か
ざ
わ
し
な
の
の
か
み

沢
信
濃
守
を
頼
り
、

落
ち
の
び
た
こ
と
を
記
録
し
た
。

　
こ
の
千
寿
丸
を
祖
先
と
す
る
、

赤
岩
道
郎
氏
と
村
木
力
氏
の
二
人

が
、
令
和
四（
二
〇
二
二
）年
、
千

寿
丸
が
落
ち
の
び
て
以
降
の
先
祖

を
調
査
し
、『
我
が
ル
ー
ツ
を
探
す

ー
阿
波
安
芸
氏
第
二
分
家
の
変
遷

ー
』と
い
う
、調
査
書
を
刊
行
し
た
。

　
そ
の
調
査
書
の
中
に
、
板
野
町

黒
谷
に
移
住
し
た
安
芸
一
族
の
、

貴
重
な
記
録
や
史
料
が
あ
る
。
よ

く
調
査
さ
れ
た
書
だ
。

　
ー
初
代
安
芸
杢も

く

兵べ

衞え

は
、
安
芸

飛
騨
守（
幼
名
千
寿
丸
）の
次
男
と

し
て
一
六
〇
〇
年
前
後
に
生
れ
て

い
る
。
松
阪
村
か
ら
黒
谷
村
に
移

り
、
十
七
石
を
配
し
て
、
肝き

も

煎い
り

と

し
て
村
を
仕
切
っ
て
い
た
。

　
ー
晩
年
近
く
に
、
四
国
八
十
八

箇
所
霊
場
の
四
番
札
所
大
日
寺
の

復
興
に
力
を
入
れ
た
。

　

澄
禅
の『
四
国
辺
路
日
記
』

（
一
六
五
三
）と
寂
本『
四
国

礼

霊
場
記
』（
一
六
八
九
）、
こ
の
遍

路
に
関
す
る
二
つ
の
日
記
に
、
杢

兵
衛
が
登
場
し
て
い
る
。

　

最
初
の『
四
国
辺
路
日
記
』で

は
、
大
日
寺
、
通
称
黒
谷
寺
に
つ

い
て
の
描
写
の
中
で
、
杢
兵
衛
に

つ
い
て
の
感
想
を
記
述
し
て
い
る
。

　
【
堂
舎
悉こ

と
ご
と
く零

落
シ
タ
ル
ヲ
、
当

所
ニ
大
冨
貴
ノ
俗
ア
リ
杢
兵
衛
ト

云い
ふ

、
此
仁
ハ
無む

に二
ノ
信
心
者
ニ
テ

近
年
再
興
シ
テ
堂
ヲ
結
構
ニ
シ
タ

ル
ト
也
】

　

後
者
の『
四
国

礼
霊
場
記
』で

は
、
彼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
【
当
村
に
安
芸
杢
兵
衛
と
い
ふ

人
有
り
、
銅
鐘
を
鋳い

て
楼
上
に
架

し
て
晨し

ん

昏こ
ん

を
報
し
ぜ
む
】

　

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
荒
廃
し
て
い
た
大
日
寺
の
再

興
に
尽
く
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　
こ
の
安
芸
杢
兵
衛
一
族
の
事
跡

が
、
最
近
私
が
書
見
し
た
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
四
番
札
所
大
日
寺
の

調
査
報
告
書
で
も
、
記
録
さ
れ
て

い
た
。

　
こ
の
大
日
寺
調
査
報
告
書
は
、

徳
島
県
が
四
国
霊
場
と
そ
の
遍
路

道
と
を
、
世
界
遺
産
登
録
へ
向
け

て
の
、取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

平
成
二
十
五（
二
〇
一
六
）年
に
調

査
を
し
た
。克
明
な
調
査
だ
っ
た
。

　
大
日
寺
の
調
査
報
告
書
は
、
寺

の
立
地
、
そ
の
歴
史
、
景
観
、
石

造
物
、
仏
像
、
境
内
の
墓
標
、
そ

し
て
古
文
書
、
古
記
録
な
ど
、
寺

の
あ
ら
ゆ
る
事
跡
を
、
克
明
に
調

査
を
し
て
い
る
。

　
大
日
寺
は
四
国
八
十
八
ヶ
所
の

霊
場
な
が
ら
、
檀
家
が
一
軒
も
な

か
っ
た
。

　
長
い
歳
月
に
、
寺
の
堂
宇
が
荒

廃
し
、
そ
の
修
理
を
続
け
て
い
く

苦
難
が
、
寺
の
宿
命
だ
っ
た
よ
う

だ
。
全
国
に
行あ

ん
ぎ
ゃ脚

し
て
、
堂
宇
修

復
の
喜
捨
を
求
め
た
住
持
も
い
た
。

　
藩
政
期
に
は
、
徳
島
藩
の
支
援

も
求
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
寺
の
支
え
に
な
っ
た

の
が
、
地
元
黒
谷
の
安
芸
一
族
な

ど
だ
っ
た
。

　
調
査
報
告
書
に
は
、
大
日
寺
と

安
芸
一
族
の
か
か
わ
り
を
、「
安
藝

家
と
大
日
寺
」と
題
し
て
、
次
の

よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

　
ー
大
日
寺
に
檀
家
は
存
在
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
地
元
黒
谷
村
の

安
藝
家
や
後
藤
家
、
藤
村
家
と
の

関
わ
り
は
深
か
っ
た
。近
代
に
は
、

大
日
寺
の「
講
中
惣
代
」や「
信
徒

惣
代
」と
し
て
そ
の
名
が
確
認
で

き
、
現
在
で
も
安
藝
家
と
後
藤
家

の
墓
石
が
、
本
堂
裏
の
墓
地
に
存

在
す
る
。

　

近
世
に
お
い
て
安
藝
家
は
、
黒

谷
村（
高
五
十
石
・
家
数
二
二
戸
、

『
阿
波
志
』一
八
一
五
年
）の
肝
煎

や
庄
屋
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う

に
慶
安
二
年（
一
六
四
九
）の
本
堂

建
立
に
、
安
藝
杢
兵
衛
は「
大
願

主
」と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果

し
た
が
、
中
で
も
安
藝
杢
兵
衛
の

五
輪
塔
の
墓
石
は
、
墓
石
群
の
中

で
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
く
注
目

さ
れ
る
。

　
ー
安
藝
家
は
大
日
寺
講
中
惣
代

で
あ
り
、
か
つ
諸
仏
造
立
の
施
主

と
し
て
、
そ
の
後
も
大
日
寺
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
貴
重
な
大
日
寺
調
査
報

告
書『
黒
厳
山
遍
照
院
大
日
寺
』

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
、

こ
の
歴
史
散
歩
で
と
り
あ
げ
た

い
。
板
野
町
黒
谷
の
安
芸
一
族

と
大
日
寺
と
に
は
、
深
い
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
。

　
　
安
芸
一
族
と
大
日
寺

　
　
安
芸
一
族
と
大
日
寺

『四国徧礼霊場記』の大日寺

堤　

高
数

　　

其
の
百
四
十
九
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を
 ●

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

漆
　
原
　
祐
　
太

・

春
　
菜

陽ヒ

月ヅ
キ

羅

漢

女

木
　
内
　
桂
　
吾

・

真
　
希

柚ユ
ズ

羽ハ

川

端

女

高
　
橋
　
公
　
昭

・

恵
　
理

麦ム
ギ

大

寺

女

西
　
㟢
　
翔
　
太

・

紫
津
香

愛ア
イ

莉リ

大

寺

女

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

俵

　

内

　

國

　

江

95

矢

武

河

　

野

　

マ

ル

子

90

川

端

藤

　

本

　

イ

チ

ノ

100

黒

谷

久

米

川

　

芳

　

一

95

西
中
富

上

　

田

　

ア

ケ

コ

92

中
久
保

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,446 1,228 1,580 6,254 △ 8

女 3,789 1,338 1,612 6,739 △ 1

合　計 7,235 2,566 3,192 12,993 △ 9

世　帯 3,294 1,129 1,401 5,824 4

人口のうごき

令
和
５
年
７
月
25
日
現
在

堤　

高
数

　　

日　時：８月25日（金）午後７時30分～
種　目：ラージ卓球･カローリング・バウンドテニス
場　所：�カローリング協会あせび板野健康の館（健康の館）アリ

ーナ内
参加料：無料
準備物：�室内シューズ・水分補給のため

の水筒
※�ラケットには限りがございますので、
ラケットをお持ちの方はご持参くださ
い。
※�町広報のため写真などを撮影する場合
があります。ご了承ください。

お問い合わせ　教育委員会　☎672-0136　
　　　　　　　健康の館　　☎672-3333

ファミリースポーツのご案内ファミリースポーツのご案内
8月8月 徳島ヴォルティス徳島ヴォルティス

ホームゲーム日程ホームゲーム日程
●８月20日（日）午後７時～
　対 レノファ山口FC
●９月10日（日）午後７時～
　対 いわきFC

お問い合わせ
　徳島ヴォルティス ☎672-7339
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 Ca

le
nd

ar

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

１
金

２
土
総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
８
時
～
１０
時

３
日
大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

４
月

５
火
バ
イ
バ
イ
メ
タ
ボ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

６
水
心
配
ご
と
成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

７
木

８
金
す
こ
や
か
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

９
土
白
露

10
日
大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　
午
後
７
時
～

9

8

月

月

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

５
土

６
日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

７
月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
予
約
制
）

８
火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

９
水

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

10
木

11
金

山
の
日

12
土

13
日

14
月
資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

15
火

16
水

聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
1５
分
～

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

職
業
相
談(

東
公
会
堂
）　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

17
木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
１５
分
～
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町　

き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町　

稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町　

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日・夜
間
緊
急
病
院
は
、

変
更
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

電
話
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

18
金
若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
予
約
制
）

19
土
お
は
な
し
会（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
３０
分
～

20
日
資
源
ご
み･
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　
午
後
７
時
～

21
月
こ
と
ば
の
教
室（
予
約
制
）

22
火
バ
イ
バ
イ
メ
タ
ボ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

23
水
処
暑

心
配
ご
と
総
合
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

24
木
乳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
１５
分
～

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン(

東
公
会
堂
）　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

25
金
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
予
約
制
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　
ラ
ー
ジ
卓
球
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
30
分
～

26
土

27
日
大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

28
月
資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

29
火
バ
イ
バ
イ
メ
タ
ボ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

30
水

31
木

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

５
土

６
日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

７
月

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
予
約
制
）

８
火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

９
水

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

10
木

11
金

山
の
日

12
土

13
日

14
月
資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

15
火

16
水

聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
1５
分
～

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

職
業
相
談(

東
公
会
堂
）　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

17
木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
１５
分
～

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

8 月
５

土

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

3
2
1
3

６

日

香

川

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

9
7
7
0

７

月

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所
板
野
町

6
7
2

–

6
6
1
8

８

火

野
田
（
泰
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
9

9

水

友

成

医

院
上
板
町

6
9
4

–

5
5
1
5

10

木

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

9
6
2
9

11

金

森

本

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

4
1
4
1

12

土

き

た

じ

ま

田

岡

病

院
北
島
町

6
9
8

–

1
2
3
4

13

日

14

月

15

火

16

水

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
0
6
6

17

木

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
6
0
0

18

金

川

原

眼

科
上
板
町

6
9
4

–

8
3
8
8

19

土

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
3
2
2

20

日

中

川

整

形

外

科

医

院
藍
住
町

6
4
1

–

2
2
8
8

21

月

浦

田

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

2
9
2
1

22

火

芳

川

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

5
3
5
5

23

水

井

上

医

院
松
茂
町

6
9
9

–

8
0
7
0

24

木

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町

6
9
9

–

3
7
7
7

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

8 月
25

金

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町

6
9
9

–

2
7
8
7

26

土

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科
北
島
町

6
9
8

–

5
1
0
8

27

日

稲

次

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

5
7
5
7

28

月

か
ま
だ
眼
科
松
茂
町

6
7
8

–

8
5
8
5

29

火

た
か
た
整
形
外
科
・

せ
ぼ
ね
ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

6
9
8

–

8
6
8
9

30

水

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

8
6
5
5

31

木

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

0
3
0
3

9 月
１

金

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町

6
9
8

–

3
1
1
1

２

土

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
7
8

–

7
1
4
1

３

日

浜

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
3
1
7

４

月

吉
野
川
病
院
北
島
町

6
9
8

–

6
1
1
1

５

火

新

居

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
8
0
8

６

水

田

根

内

科

胃
腸
科
医
院
北
島
町

6
9
8

–

0
1
2
3

７

木

い

の

も

と

眼

科

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
8
8
7

８

金

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
2
2
1

9

土

き
た
じ
ま
皮
フ
科
北
島
町

6
7
8

–

7
0
1
0

10

日

清

水

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
9
0
0
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

●●
お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

日
時　

８
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

会
場　

文
化
の
館　

図
書
館

内
容　

�

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

無
料
で
す
。

●●
新
し
く
は
い
る
本

新
し
く
は
い
る
本

【
一
般
書
】

か
た
ば
み　
　
　
　

 

木
内　

昇
／
著

鷹
の
惑
い　
　
　

 

堂
場　

瞬
一
／
著

我
が
手
の
太
陽　

 

石
田　

夏
穂
／
著

鳥
啼
き
魚
の
目
は
泪

宇
佐
美　

ま
こ
と
／
著

前
の
家
族　
　
　

 

青
山　

七
恵
／
著

カ
モ
ナ
マ
イ
ハ
ウ
ス 

重
松　

清
／
著

そ
れ
は
誠　
　
　

 

乗
代　

雄
介
／
著

私
た
ち
の
世
代
は瀬

尾　

ま
い
こ
／
著

サ
ク
ラ
サ
ク
、
サ
ク
ラ
チ
ル

辻
堂　

ゆ
め
／
著

【
児
童
書
】

ち
ょ
っ
と
だ
け 

の
ん
び
り
す
る
ひ

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
メ
ド
ゥ
ー
ル
／
文

ぼ
く
が
選
ぶ 
ぼ
く
の
い
る
場
所

吉
富　

多
美
／
作

お
か
え
り
、
フ
ク北

川　

チ
ハ
ル
／
作

猫
丸
神
社
の
ひ
み
つ西

村　

友
里
／
作

コ
グ
ニ
の
は
じ
ま
り

い
と
う　

ひ
ろ
し
／
作
・
絵

う
み
の
た
か
ら
も
の

た
か
お　

ゆ
う
こ
／
作

図
書
館
が
く
れ
た
宝
物

ケ
イ
ト
・
ア
ル
バ
ス
／
作

夏　
　
　
　
　
　

 

あ
べ　

弘
士
／
作

「
ひ
と
っ
こ
ひ
と
り
」東　

直
子
／
著

　

私
た
ち
が
日
常
で
交
わ
す
何
気
な

い
言
葉
、「
大
丈
夫
」「
ご
め
ん
」「
も

う
い
い
よ
」「
な
ん
で
？
」「
あ
り
が
と

う
ね
」な
ど
の
ひ
と
こ
と
を
テ
ー
マ
に

綴
っ
た
短
編
を
収
録
。

　

孤
独
や
寂
し
さ
を
抱
え
る
現
代
人

の
心
を
掬
い
取
り
な
が
ら
、
ラ
ス
ト

に
は
ほ
の
か
な
希
望
を
そ
っ
と
提
示

し
て
く
れ
る
物
語
。

「
そ
ら
う
み
」

富
安　

陽
子
／
作

は
ぎ
の 

た
え
こ
／
絵

　

あ
つ
い
、
あ
つ
い
夏
の
日
。

　

坂
み
ち
を
の
ぼ
る
と
、
お
お
き
な

入
道
雲
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
入
道

雲
の
な
か
に
は
、道
が
つ
づ
い
て
い
て
、

そ
の
先
に
ま
っ
て
い
た
の
は
、
ふ
し
ぎ

な
そ
ら
の
世
界
だ
っ
た
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

329

休館日のお知らせ　表中 

9月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
8月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

　
日
々
の
授
業
と
は
異
な
る
交
流

学
習
は
、
生
徒
に
と
っ
て
貴
重
な

体
験
に
な
り
ま
す
。
板
野
中
学
校

で
は
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
交

流
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
生
は
イ
ル
ロ
ー
ザ
さ
ん
と

の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
共
同
制
作
を
し

ま
し
た
。
パ
テ
ィ
シ
エ
の
方
が
、

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
地
元
の
に

ん
じ
ん
を
使
用
す
る
な
ど
生
徒
の

ア
イ
デ
ア
を
多
く
取
り
入
れ
た
試

作
品
を
持
っ
て
訪
問
し
て
く
だ
さ

り
、
生
徒
た
ち
は
感
動
し
て
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
販
売
に
向
け
イ

ル
ロ
ー
ザ
さ
ん
と
共
同
で
販
売
戦

略
を
練
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
３
年
生
は
鳴
門
教
育
大
学
と
の

避
難
所
運
営
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。「
学
び
の
か
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
県
教
委
指
定
事
業
）」の一環
で

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
活
動
で
は
、

災
害
時
に
小
さ
な
子
ど
も
に
ど
う

対
応
す
る
か
に
つ
い
て
、
大
学
生

か
ら
学
び
ま
し
た
。

　
学
校
外
の
方
と
交
流
す
る
際
に

は
、
相
手
の
立
場
で
考
え
、
自
ら

の
考
え
を
丁
寧
に
表
現
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
緊

張
し
な
が
ら
も
熱
心
に
話
を
聞
い

た
り
、
自
分
の
考
え
を一
生
懸
命

伝
え
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、

人
と
つ
な
が
る
難
し
さ
と
楽
し
さ

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
他
者
と
の
交
流
を
通

し
て
自
分
と
向
き
合
い
、
成
長
す

る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
機
会
に
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
流
学
習
の
充
実

板
野
中
学
校３年：鳴門教育大学との避難所運営

メンタルサポートシュミレーション

２年：イルローザとのロールケーキ
共同制作

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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